












細胞中に造血幹細胞が存在するかどうかを調べる方

法が報告されている15，16）。ここでも、gp130を刺激す

るサイトカインを含む組み合わせの有効性が示され

ている。これらの結果と合わせると、FP6+SCFはex

vivo増幅に最適の組み合わせであると思われる。

s 巨核球誘導効果

血小板は巨核球が分裂して生じる。FP6の巨核球誘

導効果を、既に血小板増加剤として米国で認可され

ているIL-11及び現在血小板増加剤として開発中の

TPOと比較した。

Fig.８から明らかなように、FP６はIL-11より強い

効果を、またTPOとほぼ同等の効果を示した。このこ

とはCD34陽性細胞中に含まれる造血前駆細胞の一種

である巨核球前駆細胞はgp130陽性であるが、IL-11R

陰性であることを示唆する。また、gp130の刺激は

TPOからの刺激と同様に、巨核球への分化に重要であ

ることを示す。

未分化な細胞が未分化な状態を保ったまま増幅す

るのにgp130の刺激が有効であることは、造血系細胞
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